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本研究は、病院薬剤師として近年問題となっている細菌の薬剤耐性化を阻止するた
めの抗菌薬適正使用を推進した結果をまとめたものである。 
具体的には、①新規に導入した感染管理支援システムによる抗菌薬使用の薬剤師に
よる監視は効率的な業務の推進と監視対象抗菌薬の使用低減、薬剤費削減に貢献する
こと、②MRSA菌血症患者に対する治療バンドルを用いた薬剤師による迅速な治療へ
の介入は、医療従事者の治療バンドルの遵守率の向上、患者予後の改善、死亡率の減
少に貢献すること、③全注射用抗菌薬使用患者を対象とした薬剤師による処方監視体
制の導入は、入院期間ならびに注射用抗菌薬の治療期間の短縮、薬剤耐性菌検出率の
低下等の臨床的アウトカムの改善に寄与することを明らかにした。 
このように薬剤師が主導する抗菌薬適正使用支援体制の確立は臨床的および経済
的観点からも極めて有用であり、チーム医療における薬剤師の新たな職能を提示する
上でも大変貴重な成果であると考えられる。 
以上より、これからの病院薬剤師業務の向上に貢献する可能性の高い本研究論文を
博士（薬学）の論文として価値あるものと認める。 
